
月の満ち欠け　標準問題　解説
中学3年 理科｜理科ラボ（オリジナル問題）｜全8問・100点

問1　答え：イ（満月）

太陽に照らされた面が、すべて地球の方を向いているので、満月に見えます。

よくあるまちがい：太陽ー地球ー月の順＝満月。

問2　答え：ウ（ほとんど見えない（新月））

照らされた面が地球と反対側を向くので、地球からはほとんど見えません（新月）。

よくあるまちがい：太陽ー月ー地球の順＝新月。

問3　答え：ア（照らされた半分を、ななめから見ているから）

月はいつも太陽に照らされた半分が明るく、その半分を地球からどの向きで見るかによって、形が変わっ

て見えます。

よくあるまちがい：満ち欠けの原因と、月食の原因を区別する。

問4　答え：三日月 → 上弦の月 → 満月 → 下弦の月

新月→三日月→上弦の月→満月→下弦の月→新月。約29.5日でくり返します。

よくあるまちがい：上弦（右半分が光る）が先、下弦が後。

問5　答え：イ（真夜中（午前0時）ごろ）

満月は太陽と反対の方向にあるので、夕方東からのぼり、真夜中に南中し、明け方に西にしずみます。

よくあるまちがい：満月＝太陽の反対＝真夜中に南中。

問6　答え：ア（上弦の月）

上弦の月は、太陽から東へ90°はなれた位置にあり、夕方（日の入りのころ）に南の空に見えます。

よくあるまちがい：上弦＝夕方に南、下弦＝明け方に南。

問7　答え：36°

考え方

1. 12×3＝36°

よくあるまちがい：1日に約12°東へずれる（約30日で360°）。

問8　答え：下の例

太陽・地球・月がこの順に一直線に並び、月が地球のかげに入るときに起こる。そのため月食は満月のと

きに起こる。

採点のポイント：太陽・地球・月の順に一直線に並ぶ／月が地球のかげに入る（満月のとき）

よくあるまちがい：日食（太陽・月・地球の順、新月のとき）と区別する。
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